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主論文 

Biological Dose Evaluation of Radiotherapy by Equivalent Dose in 2Gy fractions (EQD2) in 

Recurrent Glioblastoma 

 

再発膠芽腫における放射線治療の生物学的線量評価：2Gy 等価線量換算値(EQD2)による

検討 

 

  Kaori Yamaki, Nobuhide Wakai, Ryosuke Matsuda, Toshiteru Miyasaka, Nobuyoshi 

Inooka, Kazuya Inoue, Sachiko Miura, Isao Asakawa, Masatoshi Hasegawa.  

Journal of Nara Medical Association, 2022, in press 



論文審査の要旨 

 

膠芽腫は高悪性度な脳腫瘍で、外科的切除と術後化学放射線療法からなる標準治療で

は局所再発が多く予後は不良である。本研究では、膠芽腫再発症例について、放射線療

法の効果に関して 2Gy 等価線量換算値（EQD2）を用いて評価したところ、標準的な 2Gy

×30 回照射では効果は不充分で、さらに線量分布に応じて EQD2 が大きく変化する可能

性が示唆され、特に低線量域で顕著であった。 

公聴会では、臨床標的体積領域以外の再発の要因やα/β比に影響を与える生物学的因

子に関する質問に関し、臨床標的体積の設定の妥当性や線量の不足が重要であると考え

られること、および、増殖能、DNA 修復能、組織酸素化や分子病理学的異常の関与が考

えられるなど、適切な回答がなされた。 

本研究は、放射線治療における総照射線量・1 回照射線量やα/β比などによる生物学

的効果の差異について考慮することの重要を示したもので、今後の膠芽腫に対する放射

線治療の改善において重要な研究と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線腫瘍学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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